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１.将来に向けて人的パワーを蓄える ２ . 働きやすさと働きがいの向上

３.「人」と「DX※1」が完全調和した

介護福祉サービスの提供

４.地域が必要とする

福祉サービスの創設

※1 環境の激しい変化に対応し、データとデジタル技術を活
用して、顧客や社会のニーズを基に、介護サービス、ビジ
ネスモデルを変革するとともに、業務そのものや、組織、
プロセス、風土を変革すること（参考：「DX推進指標」
における「DX」の定義(経済産業省)）
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Ⅰ．課題（地域の社会課題）

（１）75歳以上の方の人口が急増

（２）働き手世代が急減

75歳以上の方は、

65～74歳まで

の方と比べて、

要介護認定率が

約8倍※2

2020.6→20３0（推計）

75歳以上人口・・・約35％増！

生産年齢人口 ・・・約30%減！

※２ 内閣府「令和４年版高齢者白書(全体版)」：65～74歳と75歳以上の被保険者について、それぞれ要
支援、要介護の認定を受けた人の割合を見ると、65～74歳では1.4％、2.9％であるのに対して、75歳
以上では8.8％、23.1％となっており、75歳以上になると要介護の認定を受ける人の割合が大きく上昇す
る（表1-2-2-6）
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Ⅱ．社会課題に向けた取組への展開

➀ICT（情報通信技術）機器を活用する

➁介護ロボット※３や介護機器を活用する

➂外国人介護人材を雇用を進める(目標：全介護職員の10％)

➃高年齢者、障がいをお持ちの方、短時間又は少ない日数であれば

勤務可能な方の雇用を進める（目標：全職員の25％）

➄科学的介護情報システム（LIFE）※４のフィードバックを活用する

介護予防教室を開催する

➅日常の取組や情報をホームページなどで公開、広く発信する
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これまでの働き方やサービスの

提供方法を変えていく必要が

あるのですね

「介護サービスの質向上」と同時に「負担を軽減する」大きなテーマ

※３ 厚生労働省ホームページ：ロボットの定義とは、以下３つの要素技術を有する、知能化した機械システム
・情報を感知（センサー系） ・判断し（知能・制御系） ・動作する（駆動系）

※４ 厚生労働省ホームページ：
○介護サービス利用者の状態や、介護施設・事業所で行っているケアの計画・内容などを一定の様式で入
力すると、インターネットを通じて厚生労働省へ送信され、入力内容が分析されて、当該施設等にフィード
バックされる情報システム

○介護事業所においてPDCAサイクルを回すために活用するためのツール
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Mind of Suzuka-greenhome “とりあえず、やってみる”
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